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第56回新潟県錦鯉品評会
（10月29・30日　総合体育館コミュニティプラザにて）



―　2

　

第
36
回
小
千
谷
市
展
・
小
千
谷
市
総
合
文
化
展

が
11
月
3
日
㈷
〜
6
日
㈰
に
東
小
千
谷
体
育
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
次
の
み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま

し
た
。
市
長
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
生
涯
学

習
係
（
総
合
体
育
館
内
）

83
・
0
0
7
7

 

市
長
賞
作
品

▷
洋
画
・
版
画
の
部
／
佐
藤
由
雄
さ
ん
の
作
品

　
『
大
樹
』

△日本画の部／若井眞知子さんの作品
　『晩秋』

△水墨画の部／岡元敏子さんの作品
　『好きな登山道』

　

市
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

日
本
画
の
部
（
出
品
作
品
数
14
）

◎
市
長
賞
／
若
井
眞
知
子
（
土
川
2
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
相
﨑
重
明
（
四
之
町
）

◎
奨
励
賞
／
大
渕
真
緒
（
桂
）

◎
佳
作
／
増
川
ま
ゆ
み
（
薮
川
）

水
墨
画
の
部
（
出
品
作
品
数
37
）

◎
市
長
賞
／
岡
元
敏
子
（
千
谷
川
2
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
佐
藤
明
（
桜
町

）

◎
奨
励
賞
／
元
井
百
合
子
（
千
谷
川
2
）、
佐
山
英
一
（
稲
場
）

◎
佳
作
／
安
部
益
栄
（
千
谷
）、
齋
藤
正
夫
（
城
内
1
）、
増
川
よ
し
江

　
（
木
津
町
）、
南
波
謙
一
（
一
之
町
五
区
）

◎
努
力
賞
／
山
田
桃
花
（
小
千
谷
西
高
校
）、
風
間
涼
佑
（
小
千
谷
西
高

　

校
）、
鈴
木
遥
奈
（
小
千
谷
西
高
校
）

洋
画
・
版
画
の
部
（
出
品
作
品
数
19
）

◎
市
長
賞
／
佐
藤
由
雄
（
千
谷
川
2
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
大
淵
利
夫
（
稲
荷
町
）

◎
奨
励
賞
／
瀬
沼
哲
夫
（
船
岡
3
）

◎
佳
作
／
荻
野
佳
子
（
若
葉
3
）、
新
保
利
雄
（
千
谷
）

◎
努
力
賞
／
五
十
嵐
琳
子
（
小
千
谷
西
高
校
）

書
道
の
部
（
出
品
作
品
数
43
）

◎
市
長
賞
／
山
田
和
美
（
東
栄
3
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
池
田
理
砂
（
元
中
子
）

◎
奨
励
賞
／
谷
口
陽
子
（
上
ノ
山
4
）、
稲
波
恵
子
（
長
岡
市
）

◎
佳
作
／
長
井
洋
子
（
稲
荷
町
）、
新
保
裕
佳
里
（
小
千
谷
高
校
）、
川

　

上
舞
（
三
仏
生
）、
佐
藤
千
壽
三
（
栄
町
）

◎
努
力
賞
／
鈴
木
遥
奈
（
小
千
谷
西
高
校
）、
貝
沼
神
無
（
小
千
谷
高
校
）、

　

本
田
遥
菜
（
小
千
谷
高
校
）、
加
藤
励
生
（
小
千
谷
西
高
校
）、
近
藤
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市展・総合文化展入賞者

■
日
本
画
の
部
／
渡
辺
富
栄
（
日
本
美
術
院
院
友
、
新

潟
県
美
術
家
連
盟
副
理
事
長
、
新
潟
市
美
術
協
会
理
事
）

■
水
墨
画
の
部
／
渡
辺
富
栄
（
同
右
）

■
洋
画
・
版
画
の
部
／
藤
田
由
明
（
二
科
会
会
員
、
県

展
参
与
、
新
潟
県
美
術
家
連
盟
参
事
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ

ン
タ
ー
美
術
講
師
、
ア
ト
リ
エ
「
テ
ル
セ
ロ
」
主
宰
）

■
書
道
の
部
／
樋
口
志
保
（
県
展
委
員
、
新
潟
県
美
術

審
査
員
（
敬
称
略
）

家
連
盟
常
務
理
事
、
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
）

■
写
真
の
部
／
北
井
一
夫
（
1
9
7
2
年
日
本
写
真

協
会
新
人
賞
、
1
9
7
6
年
木
村
伊
兵
衛
写
真
賞
、

2
0
1
3
年
日
本
写
真
協
会
賞
作
家
賞
）

■
工
芸
・
彫
塑
の
部
／
山
口
納
富
子
（
県
展
参
与
、

日
工
会
会
員
、
日
展
会
友
）

△写真の部／中俣綾乃さんの作品
　『もぐもぐ』

△書道の部／山田和美さんの作品
　『良寛詩』

△工芸・彫塑の部／吉原正直さんの作品
　『情熱』

　

勇
貴
（
小
千
谷
西
高
校
）、
名
古
屋
茉
佑
（
小
千
谷
高
校
）

写
真
の
部
（
出
品
作
品
数
1
2
9
）

◎
市
長
賞
／
中
俣
綾
乃
（
小
千
谷
西
高
校
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
瀧
澤
光
（
小
千
谷
高
校
）

◎
奨
励
賞
／
野
本
竜
太
（
小
千
谷
高
校
）、
和
田
愛
理
沙
（
小
千
谷
西
高

　

校
）、
渡
邉
翔
（
小
千
谷
高
校
）、
伊
佐
清
二
郎
（
東
栄
3
）、
山
岸
玲

　

子
（
十
日
町
市
）、
丸
山
友
華
（
小
千
谷
高
校
）

◎
佳
作
／
小
山
凜
花
（
小
千
谷
高
校
）、
大
平
茜
（
小
千
谷
高
校
）、
和

　

田
日
香
莉
（
小
千
谷
高
校
）、
田
川
佳
穂
（
小
千
谷
高
校
）、
細
金
春

　

男
（
若
栃
）、
樋
口
茂
文
（
上
ノ
山
5
）、
小
林
久
雄
（
長
岡
市
）、
和

　

田
均
（
元
中
子
）、
大
淵
順
次
（
平
沢
2
）、
佐
藤
吉
晴
（
魚
沼
市
）、

　

中
野
哲
哉
（
城
内
4
）、
茂
野
誠
一
郎
（
長
岡
市
）、
新
保
賢
隆
（
千

　

谷
）

工
芸
・
彫
塑
の
部
（
出
品
作
品
数
37
）

◎
市
長
賞
／
吉
原
正
直
（
一
之
町
三
区
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
黒
崎
剛
（
四
之
町
）

◎
奨
励
賞
／
渡
辺
亮
（
本
町
2
）、
佐
藤
謙
次
（
長
岡
市
）

◎
佳
作
／
岡
元
直
人
（
千
谷
）、
石
坂
佑
太
郎
（
上
ノ
山
1
）、
水
尾
久

　

子
（
一
之
町
二
区
）、
佐
藤
國
松
（
本
町
1
）

◎
努
力
賞
／
櫻
井
一
都
（
小
千
谷
西
高
校
）、
渡
邉
陽
（
小
千
谷
西
高
校
）、

　

佐
藤
愛
（
小
千
谷
西
高
校
）、
山
本
莉
加
（
小
千
谷
西
高
校
）、
小
峯

　

寿
律
亞
（
小
千
谷
西
高
校
）

　

総
合
文
化
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

菊
花
の
部
（
出
品
作
品
数
1
5
3
）

◎
市
長
賞
／
西
村
秀
明
（
千
谷
）

◎
奨
励
賞
／
渡
邊
勇
一
（
千
谷
川
2
）、
山
賀
ト
ミ
ヨ
（
鴻
巣
）

◎
教
育
長
賞
／
渡
邉
賢
（
元
中
子
）

◎
公
民
館
長
賞
／
藤
田
澄
子
（
桂
）



文
芸
お
ぢ
や
第
36
号
入
賞
者
紹
介

　

文
芸
お
ぢ
や
第
36
号
の
作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
短
歌
1
8
8
首
、
俳
句
3
9
1

句
、
川
柳
2
3
9
句
、
詩
37
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
次
の
方
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

短
歌
の
部

●
市
長
賞
：
本
間
純
子
（
長
岡
市
）

　
「
縄
文
の
人
ら
に
吹
き
し
風
う
け
て
妹
を
待
ち
た
り
馬
高
の
丘
」

●
教
育
長
賞
：
山
本
明
（
千
葉
県
）

　
「
単
線
の
駅
に
村
人
残
し
つ
つ
悪
童
二
人
就
職
に
発
つ
」

●
公
民
館
長
賞
：
関
川
洋
子
（
本
町
1
）

　
「
わ
が
畑
に
影
置
く
紫
蘇
も
桑
の
木
も
あ
り
て
柊
二
の
さ
び
し
さ
思
ふ
」

俳
句
の
部

●
市
長
賞
：
関
川
洋
子
（
本
町
1
）

　
「
角
突
き
の
村
閑
か
な
り
花
す
す
き
」「
順
三
郎
愛
で
し
小
路
や
萩
の
花
」

　
「
九
条
の
危
ふ
さ
思
ふ
敗
戦
忌
」

●
教
育
長
賞
：
岩
田
勇
（
愛
知
県
）

　
「
サ
ン
グ
ラ
ス
架
け
た
同
士
の
会
釈
か
な
」「
ほ
た
る
舞
ふ
こ
こ
は
元
亀
の
古
戦
場
」

　
「
黒
塀
の
茶
道
教
室
夏
み
か
ん
」

●
公
民
館
長
賞
：
栗
林
瑠
美
（
長
岡
市
）

　
「
其
処
此
処
に
へ
ば
り
つ
い
て
る
残
暑
か
な
」

詩
の
部

●
市
長
賞
：
大
江
豊
（
愛
知
県
）

　

そ
ば
か
ら

　

鳴
き
声
が
し
た

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
泣
き
声

　

あ
れ
は

　

ど
こ
か
の
小
学
校
の
キ
ャ
ン
プ
帰
り
で
も

　

あ
ろ
う
か　

郡
上
八
幡
の
山
間
部
に

　

で
き
た　

鍾
乳
洞
の
ひ
と
つ

　

大
滝
鍾
乳
洞
の
出
来
事
だ
っ
た

　

三
十
メ
ー
ト
ル
の
落
差
の
滝
が
あ
っ
た　

洞
の
中
で

　

何
ク
ラ
ス
も
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
見
送
っ
た

　

長
い
列
の
後
で　

最
後
尾
の
先
生
が　

注
意
と
も

　

言
え
な
い　

あ
れ
は　

何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

　

そ
の
あ
い
ま
を
縫
う
か
の
よ
う
に　

泣
い
て
い
た

　

ま
さ
に　

泣
い
て　

聞
こ
え
て
来
た

　

ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
の
鳴
き
声
だ
っ
た　

洞
の
中
で
の

　

と
て
も
長
い
待
ち
時
間
の
後
を
追
う
よ
う
に

　

引
き
寄
せ
ら
れ
て　

寄
り
添
っ
て　

し
ま
っ
た

　

あ
ん
な
に　

耳
か
ら
離
せ
な
い
声
は　

な
か
っ
た

　

み
ん
な　

疲
れ
て　

声
も
立
て
ず
に

　

列
を
乱
さ
ず　

足
早
に　

追
う
よ
う
に

　

つ
い
て
行
っ
た　

何
人
か
前
の

　

右
手
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
声

　

一
文
字
二
文
字
で　

す
き
間
を
空
け
る
よ
う
に

　

聞
こ
え
て
来
た　

羽
を
閉
じ
た　

ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ

　

ポ
ケ
ッ
ト
を
押
さ
え
た　

男
の
子
に

　

注
意
？
し
た　

先
生
の
声
ま
で　

き
れ
ぎ
れ
だ

　

あ
れ
は　

ど
れ
く
ら
い
の
長
さ
だ
っ
た
ろ
う
か
？

　

蒸
し
暑
い
出
口
を
出
た　

一
瞬
の
出
来
事
だ
っ
た

　

砂
時
計
を
逆
さ
に
す
る
よ
う
に　

あ
っ

　

声
じ
ゃ
な
い　

目
尻
に　

消
え
た

　

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
出
さ
れ
た　

腕
の
長
さ

　

そ
の
先
で　

て
の
ひ
ら
が
開
い
た

　

鳴
き
声　

ひ
と
つ
し
な
い

　

夏
の
樹
木
に
覆
わ
れ
た

　

駐
車
場
へ
の
脇
道
で　

わ
た
し
は

　

や
っ
ぱ
り　

年
寄
り
だ
っ
た

　

そ
ば
に
寄
っ
て
来
て
も　

眺
め
る
ど
こ
ろ
か

　

聞
い
て
い
る
だ
け
の
年
寄
り
だ
っ
た

　

手
を
出
し

　

て
の
ひ
ら
を
出
す

　

わ
た
し
の
体
じ
ゅ
う
か
ら

　

抜
け
殻
を
振
る
い

　

落
と
し
て

　

わ
た
し
は　

歩
い
た

　

歩
き
始
め
た

※
冊
子
「
文
芸
お
ぢ
や
第
36
号
」
は
市
民
会
館
で
無
料
配
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
部
数
に
限
り

　

が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
公
民
館
係
（
市
民
会
館
内
）

82
・
9
1
1
1

川
柳
の
部

●
市
長
賞
：
光
風
雫
（
福
井
県
）

　
「
背
い
て
も
消
さ
な
い
母
の
常
夜
灯
」

●
教
育
長
賞
：
杉
本
湘
路
（
神
奈
川
県
）

　
「
お
芝
居
と
知
れ
ば
人
生
あ
あ
気
楽
」

●
公
民
館
長
賞
：
小
野
塚
道
恵
（
一
之
町
）

　
「
気
使
い
も
会
話
も
い
ら
ぬ
販
売
機
」

―　4
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11月は「にいがた健
けんこう

口文化推進月間」です

　からだの健康はお口の健康から 
　

　健口文化とは、お口の健康のための心がけや行動が習慣として家庭や地域に根付き、当たり前に親
から子、子から孫へ伝わる文化です。

子どものむし歯は減っているが、歯肉炎や歯周病が増加中

　保護者の意識向上とともに、園や学校、歯科医師会や行政などが一丸となって歯科
保健指導を行ってきたことにより、平成27年度の市内中学1年生一人当たりの平均の
むし歯本数は、新潟県内で最も少ない0.11本でした。
　しかし、子どもの歯肉炎は増加傾向にあり、年齢が上がるにつれ増えています。ま
た、30歳以上の約8割が歯周病と言われていますが、定期的に歯科検診を受けている
人は約2割程度となっています。

健口のために身近なことから始めてみませんか？

■問い合わせ／健康センター保健係 83-3640

○デンタルフロスを使う

　歯ブラシだけでは十分に汚れをとることが
できません。歯と歯の間の汚れを取るにはデ
ンタルフロスなどを使うことが大切です。

○よく噛んで食べる

　よく噛んで食べることで唾液がたくさん出て、む
し歯の予防になります。それだけでなく、体のいろ
いろなところに効果がみられます。

横にのこぎりを引くように入れ、
歯の側面に押し付けるようにして
上下に動かす。

溝

ここまで入れる！

溝まで入れることと、2～3回上下

に動かすことがポイントだね！

歯や口の健康普及
マーク「ハビィー」

○歯科検診を受ける

　歯石は歯ブラシやデンタルフロスだけでは落とせません。自覚症状がなくても年に1度は
歯科検診を受け、専門家から診てもらうことが大切です。

県内第1位！
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ま
ち
の
話
題
 RUPO&NEW

S

￥５４０

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

チ
ャ
ン
バ
ラ
は
一
瞬
勝
負

　

総
合
体
育
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
市
内
12
施
設
で
第
26
回
新
潟
県
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
2
日
間
で
2
0

0
0
人
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
35
種
目
の
競

技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ

ラ
が
行
わ
れ
た
東
小
千

谷
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、

初
心
者
講
習
会
も
開
催

さ
れ
、
オ
ー
プ
ン
大
会

で
は
市
内
の
小
中
学
生

が
優
勝
を
飾
る
な
ど
活

躍
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！

　

わ
ん
パ
ー
ク
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
2
日
間
合
わ
せ
て
64
組
1
4
2
人

の
親
子
連
れ
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
に
み
ん
な
で
わ
ん
パ
ー
ク
の

外
に
飛
び
出
し
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
お
み
こ
し
を
引
き
ま
し
た
。
爽
や
か
な

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

と
声
を
出
し
な
が
ら
、
み
ん
な
元
気

に
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

わ
ん
パ
ー
ク
に
は
子
ど
も
向
け
の

遊
具
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
や
子
育
て
に
関
す
る

相
談
会
な
ど
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家

庭
の
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

命
を
運
ぶ
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

　

白
山
運
動
公
園
で
、
来
年
3
月
に
長
岡
赤
十
字
病
院
に
配
備
さ
れ
る
新

潟
県
西
部
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
小
千
谷
市

消
防
本
部
の
事
前
連
携
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

救
急
搬
送
が
必
要
な
患
者
の
発
生
を

想
定
し
、
救
急
車
の
出
動
か
ら
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
の
要
請
、
救
急
車
か
ら
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
へ
の
引
き
継
ぎ
ま
で
の
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
新
型
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
最
高
速

度
は
時
速
3
0
0
キ
ロ
で
、
小
千
谷
市

か
ら
長
岡
赤
十
字
病
院
ま
で
、
約
5
〜

10
分
で
の
搬
送
が
可
能
で
す
。

／ 10　 21 

／10　 20
     ・

　 21

／10　 22
     ・

　 23

今
年
も
賑
わ
い
健
康
福
祉
の
祭
典

　

「
こ
ど
も
も
お
と
な
も　

食
べ
て
、
動
い
て
、
よ
く
寝
よ
う
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
第
35
回
お
ぢ
や
健
康
福
祉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
体
育
館
で
は
市
内
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
な
ど
の
関
係
団
体
に
よ

る
展
示
や
体
験
、
専
門
家
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
月
か
ら
始
ま
っ
た
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
で
連
携
し
て
い
る
、
新
潟

大
学
の
学
生
た
ち
に
よ
る
体
力
・
ヘ
ル

ス
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
来
場

者
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や
で
は
、
手
話
や

点
字
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
福
祉

団
体
に
よ
る
自
主
製
品
の
販
売
や
ス
テ

ー
ジ
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

／10　   9
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有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

実
り
の
秋
を
満
喫

　

秋
の
味
覚
を
味
わ
う
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、岩
沢
駅
前
通
り
で
「
秋
の
収
穫
祭
」、

真
人
保
育
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
ま
っ
と

秋
の
陣
」が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
ど

ち
ら
の
会
場
に
も
多
く
の
出
店
が
立
ち

並
び
、
地
元
の
特
産
品
な
ど
を
求
め
て

お
お
ぜ
い
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
歌
や
踊
り
、
太
鼓
演
奏
な

ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
地
元
の
野
菜

を
使
っ
た
と
ん
汁
や
、
つ
き
た
て
の
お

餅
が
振
る
舞
わ
れ
、
来
場
者
は
旬
の
味

覚
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

／10　 30

まちの話題 RUPO&NEWS

夜
空
に
咲
く
追
悼
の
花

　

中
越
大
震
災
の
日
に
合
わ
せ
て
、
市
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
地
区
別
に
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
第
1
回
目

は
吉
谷
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
万

が
一
の
災
害
に
備
え
て
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
富
井
消

防
団
長
は
閉
会
式
で
、「
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
と
い
う
こ
と
を
心
が
け
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
お
ぢ
や
震
災
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
「
そ
な
え
館
」
で
開
館
5
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演

を
行
っ
た
明
治
大
学
の
中
林
一
樹
先
生
は
、

「
支
援
す
る
側
は
復
興
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
押

し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
被
災
者
の
気
持

ち
や
変
化
す
る
支
援
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添

う
こ
と
が
重
要
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
そ
な
え
館
駐
車
場
で
追
悼
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
震
災
害
で
犠
牲

に
な
っ
た
方
々
を
追
悼
し
、
献
花
な
ど
を

行
っ
た
後
、
追
悼
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
読
み
上

げ
に
合
わ
せ
て
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

来
て
見
て
回
っ
て
ガ
ラ
ガ
ラ
ポ
ン
！

　

サ
ン
プ
ラ
ザ
で
「
ガ
ス
水
道
フ
ェ
ア
2
0
1
6
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
最
新
の
ガ
ス
機
器
の
展
示
・
販
売
や
水
道
水
と
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

ォ
ー
タ
ー
の
飲
み
比
べ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪

れ
た
来
場
者
は
ゆ
っ
く
り
と
各
ブ
ー
ス
を
見
て
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
の
合
間
に
は
よ
し
太
く
ん
と

の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
や
、
東
山
五
人
杵

搗
き
餅
保
存
会
に
よ
る
餅
つ
き
の
実
演

も
行
わ
れ
、
来
場
者
の
注
目
を
集
め
て

い
ま
し
た
。
小
粟
田
か
ら
参
加
し
た
と

い
う
女
性
は
、「
目
的
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
を

買
う
こ
と
が
で
き
、
お
い
し
い
お
餅
も

い
た
だ
い
た
。
大
満
足
で
す
」
と
嬉
し

そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

／10　 29

／10　 23

△まっと秋の陣（真人） △秋の収穫祭（岩沢）
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「
小
千
谷
写
真
愛
好
会
」
の
み
な
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
主
な
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

毎
月
1
回
の
例
会
と
、
年
2
回
の

撮
影
旅
行
を
主
な
活
動
と
し
て
い
ま

す
。
他
に
も
、
今
年
の
9
月
に
行
わ

れ
た
ば
か
り
で
す
が
、
3
年
に
一
度
、

会
員
作
品
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

―
―
例
会
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

す
る
の
で
す
か

　

自
分
た
ち
で
撮
影
し
た
写
真
を
持

ち
寄
り
、
会
員
同
士
で
品
評
し
合
っ

た
り
、
指
導
者
か
ら
撮
影
指
導
を
受

け
た
り
し
て
お
互
い
に
写
真
の
腕
を

高
め
合
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
多
く
が
展
覧
会
や

コ
ン
テ
ス
ト
に
作
品
を
出
展
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
情
報
交
換
な
ど
も
活

発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
や
っ
て
み
て
よ
か
っ
た
こ
と
は

何
で
す
か

　

同
じ
趣
味
を
持
つ
仲
間
と
話
が
で

き
る
こ
と
が
一
番
で
す
ね
。

　

写
真
を
き
れ
い
に
撮
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
ら
し
く
写
し
出
す
こ
と
の

大
切
さ
も
こ
の
会
に
入
っ
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
こ
と
の
一
つ
で
す
。

―
―
み
な
さ
ん
に
ひ
と
言

　

今
で
は
誰
も
が
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ホ

を
持
ち
、
い
つ
で
も
気
軽
に
撮
影
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
価
な

機
材
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
写
真
に

興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
緒
に
作

品
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
訪
問
後
の
ひ
と
言

　

写
真
を
眺
め
な
が
ら
楽
し
そ
う
に

話
す
姿
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
写
真
を

愛
す
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

おじゃましま
す

Io o// /L
L

LI I II
III I I I II I

.. BI EL

毎月10日号で、市内で活動しているさまざまな団体・
サークルなどをご紹介します。

小千谷写真愛好会

会員数：16人　   会費：5,000円／年
問い合わせ：目崎芳朗 82-5801

△撮影指導の様子。楽しそう
　な笑顔が多く見られました。

総
務
大
臣
表
彰
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

行
政
相
談
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

友
田 

ム
ツ
子 

さ
ん
（
四
之
町
）

行
政
と
市
民
の
パ
イ
プ
役
を
務
め
て

　

行
政
相
談
委
員
の
友
田
ム
ツ
子
さ
ん
が
、

こ
の
た
び
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
務
大
臣
の
委い

し
ょ
く嘱
を
受
け
た
行
政
相
談

委
員
は
、
国
の
行
政
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
苦
情
や
要
望
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、

助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

友
田
ム
ツ
子
さ
ん
は
、
平
成
17
年
10
月

か
ら
11
年
余
り
行
政
相
談
委
員
と
し
て
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、

行
政
相
談
制
度
の
出
前
教
室
を
続
け
て
き

た
実
績
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
受
賞
さ
れ
た
友
田
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
受
賞
の
知
ら
せ
を
受
け
た
時
の
お

気
持
ち
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

行
政
相
談
委
員
を
務
め
た
年
数
も
先

輩
方
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
短
く
、
ま
さ
か

自
分
が
と
い
う
驚
き
が
強
か
っ
た
で
す
。

―
―
行
政
相
談
委
員
に
な
る
き
っ
か
け

は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

　

仕
事
を
退
職
し
た
後
、
委
員
に
な
り

ま
せ
ん
か
と
い
う
話
を
い
た
だ
い
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の

役
に
立
て
る
な
ら
と
い
う
思
い
で
引
き

受
け
ま
し
た
。

―
―
相
談
に
お
金
は
か
か
り
ま
す
か

　

相
談
は
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
相

談
内
容
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し

た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　

行
政
に
対
し
て
直
接
伝
え
づ
ら
い
困

り
事
な
ど
が
あ
れ
ば
、
小
さ
な
こ
と
で

も
気
軽
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
の
日
程
は
、
市

報
お
ぢ
や
25
日
号
の
裏
表
紙

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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お知らせお知らせ

　
　保存期間が過ぎた雑誌を有効活用していただくため、図書館1階に
「リサイクルコーナー」を通年設置します。
　リサイクルコーナーに置かれた雑誌は、一人につき1日10冊まで持
ち帰ることができます。対象となる雑誌は以下の表のとおりです。
　対象の雑誌以外の書籍は、平成29年2月頃に開催予定の「リサイク
ル市」にてお譲りします。
■開始日／11月22日㈫
■時間
▷火～金曜日：午前10時～午後6時（5月～10月は午後7時まで）
▷土・日曜日、祝日：午前10時～午後6時（年間）
■設置場所／図書館1階エレベーター前
■その他／予約などは受け付けません。
■問い合わせ／図書館 82-2724
■対象雑誌：随時追加予定

週刊誌
▷週刊朝日▷週刊サンデー毎日▷週刊新潮▷週刊文春▷週刊ベースボール
▷週刊プロレス▷日経ビジネス

月刊誌

▷近代柔道▷相撲▷コーチングクリニック▷サッカークリニック▷ベース
ボールクリニック▷スイミングマガジン▷テニスマガジン▷ソフトテニス
マガジン▷ソフトボールマガジン▷バドミントンマガジン▷ボウリングマ
ガジン▷ボクシングマガジン▷ラグビーマガジン▷陸上競技マガジン▷地
域づくり▷みんなねっと▷たまごクラブ

図書館リサイクルコーナーを始めます

ジェネリック医薬品に関するお知らせ

　現在使用されている薬（先発医薬品）をジ
ェネリック医薬品（後発医薬品）へ切り替え
た場合の薬代金を試算したお知らせを、対象
となる方へお送りします。切り替えの参考と
してご活用ください。
　なお、通知書は個人宛に発送します。
■対象となる方／国民健康保険に加入されて
　いる方で、下記のすべてに該当する方
▷12歳以上の方
▷平成28年8月に処方された薬の投与期間が
　14日以上の方
▷ジェネリック医薬品に切り替えた際の自己
　負担額の差額が500円以上の方
■通知書発送予定日／12月1日㈭
■ジェネリック医薬品への切り替
　えについて／主治医や薬剤師へ
　相談ください。病気や治療など
　の状況によっては切り替えでき
　ない場合があります。
■問い合わせ／保健福祉課国保年
　金係 83-4060

  長岡地域定住自立圏事業
  生涯スポーツ指導者研修会

　今年9月に開幕した男子プロバスケット
ボールリーグ「B.L

リ ー グ

EAGUE」で活躍する、
新潟アルビレックスBBの選手たちの健康
管理を担当する講師から学びます。
■日時／12月7日㈬午後7時～9時
■会場／総合体育館サブアリーナ
■対象／長岡地域定住自立圏内（小千谷
　市、長岡市、見附市、出雲崎町）のス
　ポーツ指導者と選手
■内容／スポーツにおけるストレッチと
　トレーニング（講義と実践）
■講師／阿部理一さん（新潟アルビレッ
　クスBBアスレティックトレーナー兼
　コンディショニングコーチ）
■受講無料
■申込締切／12月2日㈮
■申込・問い合わせ／生涯
　学習スポーツ課スポーツ
　振興係（総合体育館内）
　 83-0077
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税
理
士
と
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
続

相
談
会

　

税
理
士
と
司
法
書
士
が
、
相
続
税
や
相
続
手

続
き
、
生
前
贈
与
、
遺
言
に
つ
い
て
無
料
で
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
会
場
／
ハ
イ
ブ
長
岡
E
会
議
室
（
長
岡
市
千

秋
3
‐
3
1
5
‐
11
）

■
定
員
／
18
人

■
相
談
無
料
※
た
だ
し
、
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

■
そ
の
他
／
新
潟
市
、
上
越
市
で
も
同
時
に
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
新
潟
県
司
法
書
士
会

0
2
5
・
2
4
4
・
5

1
2
1

耐
震
・
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
体
験
会

　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
材
「
紙
ぶ
る
る
」
を

使
っ
て
、
耐
震
構
造
に
つ
い
て
楽
し
く
実
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
親
子
で
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

■
日
時
／
11
月
19
日
㈯
午
後
2
時
〜
5
時

■
会
場
／
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

■
内
容

▽
第
1
部
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
紙
ぶ
る
る
を

　

使
っ
た
防
災
活
動
事
例
の
紹
介
と
実
験
」

▽
第
2
部
：
講
演
「
ご
近
所
の
ぜ
い
た
く
空
間

　
「
銭
湯
」
か
ら
ひ
も
と
く
地
域
の
生
態
系
」

■
講
師
／
栗
生
は
る
か
さ
ん
（
地
域
文
化
研
究

・
建
築
家
）

■
参
加
料
／
5
0
0
円
（
材
料
費
・
飲
み
物
代

含
む
）

■
申
込
締
切
／
11
月
17
日
㈭

■
後
援
／
小
千
谷
建
築
士
会
・

雪
国
住
宅
研
究
会
・
小
千
谷
市

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
新
潟
県
建
築
士
会
北

魚
沼
支
部
小
千
谷
事
務
局

82
・
1
1
3
4

犯
罪
被
害
者
週
間

　

11
月
25
日
㈮
〜
12
月
1
日
㈭
は
、
犯
罪
被
害

者
週
間
で
す
。
犯
罪
被
害
に
遭
う
こ
と
、
ご
家

族
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
、
た
い
へ

ん
つ
ら
く
悲
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
経
済
的

な
問
題
が
生
じ
た
り
、
精
神
的
な
被
害
を
受
け

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

新
潟
県
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
や
そ
の
ご
家
族
に
対
し
て
、
苦
し
み
や
負
担

を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
た
め
、
病
院
な
ど
へ
の

付
き
添
い
や
情
報
提
供
、
各
種
専
門
機
関
な
ど

宝
く
じ
助
成
金
で

一
斗
樽
太
鼓
な
ど
を
購
入

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
と
し
て
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発

展
と
住
民
の
福
祉
向
上
を
目
的
に
さ

ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、

東
山
お
囃
子
蓮
で
は
一
斗
樽
太
鼓
や

半
纏
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
／
地
域
振
興
課

83

･
3
5
5
6

所
得
税
青
色
決
算
説
明
会

　

平
成
28
年
分
の
所
得
税
の
青
色
申
告
の
方
を

対
象
に
、
決
算
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
税

務
署

83
・
2
0
9
0

の
紹
介
や
困
り
ご
と
の
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
小
千
谷
警
察
署
の
呼
び
か
け
で

「
小
千
谷
・
川
口
地
区
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
も
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口

▽
新
潟
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
支
援
室

0

　

2
5
・
2
8
5
・
0
1
1
0

▽
女
性
被
害
1
1
0
番

0
2
5
・

　

2
8
1
・
7
8
9
0

▽
小
千
谷
警
察
署
相
談
室

83
・
0
1
1
0

保
護
者
の
た
め
の
就
活
応
援
講
座

　
「
就
職
活
動
っ
て
ど
う
す
れ
ば
？
」「
う
ち
の

こ
ど
も
は
市
内
企
業
に
就
職
で
き
る
の
？
」
な

ど
、
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
行
う
学
生
を
持
つ

保
護
者
の
不
安
に
応
え
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
2
日
㈮
午
後
7
時
〜
（
受
付
：

午
後
6
時
30
分
〜
）

■
会
場
／
サ
ン
プ
ラ
ザ
3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
対
象
／
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
る
大
学

生
や
短
大
生
、
専
門
学
校
生
な
ど
の
保
護
者

■
内
容

▽
県
内
の
就
職
採
用
状
況
、
就
職
活
動
の
ス
ケ

　

ジ
ュ
ー
ル

▽
地
元
就
職
に
あ
た
っ
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

▽
保
護
者
が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
方
法

▽
市
内
企
業
の
人
事
担
当
者
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

▽
個
別
相
談
会
※
希
望
者
の
み
（
当
日
受
付
）

■
講
師
／
㈱
広
報
し
え
ん
（
に
い
が
た
就
職
応

援
団
）

■
定
員
／
先
着
40
人

■
参
加
無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
商
工
観
光
課
商
工
振

興
係

83
・
3
5
1
2

83
・
0
8
7
1

　

青
色
決
算
説
明
会
（
営
業
・
不
動
産
）

■
日
時
／
12
月
9
日
㈮
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
会
場
／
商
工
会
議
所
3
階
大
ホ
ー
ル

　

青
色
決
算
説
明
会
（
農
業
）

■
日
時
／
12
月
12
日
㈪
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
会
場
／
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
第
1
研

修
室
（
魚
沼
市
井
口
新
田
2
6
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ka
nko@city.ojiya.niigata.jp

し
ま
す
。
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お知らせ

※気象データは、 小千谷市消防本部速報値です。（観測地：元中子）

■まちのうごき（10月31日現在）

人口と世帯数
（　）内は前月比

気象データ　※ 消防本部出動状況 交通事故発生状況

28年10月 過去10年の平均
28年
1～10月

27年
1～10月

28年
1～10月

27年
1～10月

男 18,171人(－  9) 出生 19人 平均気温 15.3℃ 15.3℃
火災 21件 15件

件数 78件 69件

女 18,588人(－22) 死亡 42人 最高気温 28.6℃ 27.3℃ 死者 2人 1人

合計 36,759人(－31) 転入 47人 最低気温 3.5℃ 5.5℃
救急 1332件 1304件

傷者 92人 93人

世帯数 12,728世帯(－  2) 転出 55人 降水量月計 87.5㎜ 151.7㎜

　　　　■問い合わせ
　　　　　健康センター保健係
　　　　　 83-3640

▶会場は健康センターです。発熱や発疹など、普段と違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日にお越しください。
▶乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札を配布します。
▶番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分～、午後に
　開催の場合：正午～

健診名健診名 対象対象 期日期日 受付時間受付時間 持ち物持ち物 その他その他
4か月児
健康診査

平成28年
7月生まれ

12月  7日㈬ 13：00～
13：10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食講習会を同時に行います。

10か月児
健康診査

平成28年
1月生まれ

12月  8日㈭ 13：00～
13：10

母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時に行
います。

1歳6か月児
健康診査

平成27年
5月生まれ

12月15日㈭ 13：00～
13：20

母子健康手帳 歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

2歳児
歯科検診

平成26年
11月生まれ

12月14日㈬   9：00～
  9：10

母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導を行いま
す。歯をみがいてからお越しく
ださい。

3歳児
健康診査

平成25年
11月生まれ

12月13日㈫ 13：00～
13：20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アン
ケート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

1212月月
乳幼児の健康診査日程乳幼児の健康診査日程

緊急告知ラジオなどで
情報伝達訓練を実施します

　国が実施する全国一斉情報伝達訓練に合わせて、
小千谷市でも訓練を実施します。
■訓練日時／11月29日㈫午前11時頃
■訓練内容
▷緊急告知ラジオが自動起動し、情報をお伝えし
　ます。
▷緊急情報メールを登録している方には、訓練を
　お知らせするメールが届きます。
▷船岡公園と片貝総合センターに設置している放
　送設備「愛の鐘」から、情報が流れます。
■その他
▷緊急情報メールは事前に登録が必要です。市ホ
　ームページ http://www.city.ojiya.niigata.
　jp/をご覧いただくか、危機管理課で登録手続
　きをしてください。
▷緊急告知ラジオが自動的に起動しな
　かったり、緊急情報メールが受信で
　きなかったなどの不具合がありまし
　たらご連絡ください。
■問い合わせ／危機管理課 83-3515

こいこい健康ウォーキング
　スキーのように、ポールを使って
歩く健康ウォーキングです。仲間と
おしゃべりしながら自然を満喫しま
しょう。ヘルシーなお弁当が付きます。
■日時／11月26日㈯午前9時30分～
　正午（小雨決行・荒天時は、おぢ
　ゃ～る体育館で健康体操）
■集合場所／おぢゃ～る
■定員／30人
■参加費／1,000円（保険料・弁当
　代含む）
■申込締切／11月22日㈫
■その他／ポールは主催者が用意し
　ます。

■申込・問い合わせ／
　こいこいポーツクラ
　ブおぢや（総合体育
　館内） 83-0085
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編
集
室
だ
よ
り

ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

●
最
近
め
っ
き
り
寒
く
な

り
、
冷
え
性
を
抱
え
る
ま

に
と
っ
て
厳
し
い
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
雪
降

り
前
か
ら
軟
弱
な
や
つ
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
耐
え
ら
れ
な
い
も

の
は
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
体
を
冷
や
さ
な

い
よ
う
防
寒
対
策
を
！
ま

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー 109㌔㌍▷たんぱく質 3.0㌘▷脂質 3.3㌘
▷炭水化物 15.7㌘▷食塩相当量 0.9㌘ ＜問い合わせ＞健康センター保健係 83-3640

作ってみてね！この料理

＜調理＞小千谷市食生活改善推進委員

車
くるまぶ

麩の揚げ煮
　香ばしく揚げた車麩と甘辛いたれが絡んで食欲をそ
そる、学校給食でも人気の1品です。

＜材料＞（4人分）
小車麩（直径4～5㎝）   8枚
片栗粉   大さじ2
小麦粉   小さじ2
揚げ油   適量
　　しょうゆ   大さじ1と½  
　　砂糖   大さじ2
　　酒   大さじ1
　　みりん   大さじ½  
　　だし汁   大さじ2強 
{

＜作り方＞
①　小車麩を水に戻す。
②　片栗粉と小麦粉を合わせる。
③　①の小車麩の水気を絞って②をまぶし、170～180
　　℃の油で揚げる。
④　材料Ａを混ぜ合わせ、小鍋で軽く煮立てる。
⑤　③の小車麩に④を絡める。

A

●
実
り
の
秋
！
市
内
各
地

で
収
穫
祭
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
結
婚
式
に
向
け
て

地
道
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
て

き
た
の
に
、
あ
っ
と
い
う

間
に
体
重
が
元
に
戻
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
焼
き
芋

や
き
の
こ
汁
、
と
て
も
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
楽
し
み
で
す
♡
よ

●
秋
は
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
ね
。
毎
月

市
報
10
日
号
の
「
ま
ち
の

話
題
」
の
ペ
ー
ジ
で
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
様
子
を
紹
介

し
て
い
ま
す
が
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
報

に
載
せ
き
れ
な
か
っ
た
写

真
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！
み

問　題
　来年3月に長岡赤十字病院に配備
される新潟県西部ドクターヘリの最
高速度は、時速何キロでしょう。
①　時速250キロ
②　時速300キロ
③　時速350キロ
■応募先／郵便番号、住所、氏名を
　明記のうえ、次の宛先までお送り
　ください。〶947-8501小千谷
　市役所企画政策課秘書広報係（住
　所は記載不要です）
■締切／11月21日㈪（当日消印有効）

10月号の答えは①でした。
抽選の結果、次の方々が当選しました。
　市村正平さん　富井圭子さん
　広井源治さん

キラキラタイム
「クリスマス会」
　「3びきのこぶた」のお話
や歌、子どもたちの大好き
な人気者も登場して、クリ
スマスパーティーを開きま
す。みんなで一緒に楽しみ
ませんか。
■日時／12月2日㈮午前10
　時30分～11時15分
■会場／わんパーク2階軽
　運動場
■参加無料※ただし、事前
　に申し込みが必要です。
■申込締切／11月28日㈪
■申込・問い合わせ／わん
　パーク 81-7564

　麩のもちもちとした食感のもととなる「グルテン」
は、たんぱく質の一種でメインのおかずになります。
　お好みでかぼちゃやなすの素揚げなど、彩りよく
野菜を添えるのもおすすめです。
　大きな車麩を使う場合は2～3枚を水に戻した後、
4～6等分にして同様に作ってみてください。

た後、


